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第 1 回旭市総合戦略推進委員会（評価） 

議事録【要約】 

 

開催日時：令和４年１０月７日（金）１３：３０～１６：３０ 

開催場所：旭市役所４階 議会委員会室 

 

○出席者 

 《委員》 

鎌田 元弘 委員長 出 柳 明美 副委員長 出 千脇 俊秀  委員 出 

永井 孝佳  委員 出 林 千夏   委員 出 塚本 美奈子 委員 出 

薄田 恭兵  委員 出 奈良 暁子  委員 出 日暮 信義  委員 出 

加瀬 一雄  委員 出 川村 崇   委員 出 宮内 夏子  委員 出 

飯田 周作  委員 欠 嶋田 明範  委員 出 東海林 学  委員 欠 

  

 《事務局》 

旭市企画政策課：柴課長、小林班長、白土、高木、川瀬 

 

○事前配布資料 

 ・資料１－１～１－５ 重点施策マネジメントシート 

・資料２ 地方創生推進交付金事業の効果検証 

・資料３ 基本施策評価シート 

 

〇当日配布資料 

・次第 

・委員名簿 

・基本施策評価に係る意見等様式 
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○ 会議内容（要約） 

  

１ 開会  

事務局 欠席委員の報告 

 委員変更の報告 ※新たな委員より自己紹介 

 事務局職員自己紹介 

 課長あいさつ 

 配布資料の確認 

 

２ 説明及び評価  

委員長 事務局からの説明をお願いします。 

  

事務局 意見のとりまとめについて事務局一任の確認をしたい。 

 （異議なし） 

  

事務局 重点施策マネジメントシートの構成について説明 

 資料１－１に沿って地産振興プロジェクトについて説明 

  

委員長 ご意見等ありましたらお願いします。 

  

委員  道の駅でキャッシュレス決済の「きらか」を導入した理由と 

手数料はどのくらいですか。また、レストランのメニューが、地

元の食材をアピールできていないことを課題としていますが、

どこでメニューなどの方針を決定していますか。 

  

事務局  「きらか」は、手数料の負担が少ないということで導入しまし

たが、別の決済方法についても今後検討していく必要はありま

す。また、レストランメニューの課題ですが、食材は９０％以上

が旭市産を使用していますので、そこをしっかり周知していけ

るよう取り組んでいきます。メニューは、道の駅で決めています

が、会社や取締役会でも話をしています。 

  

委員 開設法人の年間件数について、どのような業種が多いですか。

医療系に薬局などの開設はありますか。 
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事務局  様々な業種が開設している状況で、特に建築関係の業種が多

いようです。 

  

委員  新たな法人の開設があった中で、どれくらい雇用が生まれて

いますか。また、道の駅のレストランについて、他市のレストラ

ンが賑わっていて、メニューもワンプレートで美味しかった。そ

ういった成功事例を参考にすることが大事だと思います。 

  

事務局  法人の開設により、どのくらいの雇用があったかは把握でき

ていません。また、道の駅のメニューの開発については、これで

良いというものでは無く、会社や取締役会でも話をしています。

参考にですが、１１月１日から灯台の日ということで、道の駅で

灯台カレー等を提供する予定でいますので、ぜひ楽しんでいた

だけたらと思います。 

  

委員  新規の開設法人について、会社の規模、資本金や従業員数など

どれだけ雇用に結びつくのか。そこを考えてもらいたい。 

  

委員 農業産出額ですが、燃料高、資材高で大変厳しい状況です。乳

用牛や農業など辞める方も多くいる中で、環境保全事業として

地域で草刈り等をしているが、そこを市として取り組んでもら

えると良いと思いました。また、農業の人手不足が加速している

中で、外国人研修生の受け入れを農協などで行っているが、制度

として、農閑期ではなく農繁期にだけ雇用できる方法があれば

とても良いと思います。 

道の駅について、旭中央病院に豚肉や卵、道の駅では５００円

のカツ丼を提供するなどの活動を行っているが、市民への周知

が足りていないと感じている。そこをしっかり行うことで、他の

人に波及して次のステップに繋がっていくと思います。 

  

事務局  農業、外国人研修生や環境保全に関するご意見については担

当課へしっかり話をしたいと思います。また、道の駅で提供した

カツ丼については、大変好評であったと聞いています。このよう

な取り組みは、地元の人が地元の食材を使ったものを食べられ

る機会となり、それが道の駅で提供できたということで、広く周
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知していきたいと思います。 

  

委員  道の駅のキャッシュレス決済で、「きらか」のほかに、チャー

ジ式の電子マネーやスマホの QRコード決済など導入をさらに検

討してほしい。 

 昨日のテレビで、旭農業高校の生徒さんがカレーを開発した

のを見ました。道の駅で１２月くらいから提供するそうですが、

レストランだけに頼るのではなく、若い子達の協力をもらって

開発するという事がとても良いと思います。 

  

事務局 道の駅の決済ですが、全国的に現在キャッシュレス決済も進

んでいますので、これ以外の導入も検討していかなければと思

っています。ただ手数料の関係もありますので、すぐ導入とはい

きませんが、前向きに検討していきたいと思います。また、旭農

業高校の生徒さんとの開発ですが、生徒さん以外にも、地元の方

とも連携しながら、レストランや物販など進めていきたいと思

います。 

   

委員  商工会ではキャッシュレス決済がどのくらい進んでいるので

しょうか。そこに市の補助金などありますか。マイナンバーカー

ドを作るとポイントが付与されるが、そこを上手に利用すれば

市の負担が少なく還元できるのではないでしょうか。 

  

事務局  商工会でのキャッシュレス決済の導入状況は、把握できてい

ませんが、キャッシュレスが増えてきている実感はあります。 

  

委員  ふるさと納税ですが、例えば旅行に来て、その場でふるさと納

税をして、すぐ道の駅で使える「きらか」に返礼ポイントが付与

されるような取り組みがあれば、現金とは違って、抵抗が少な

く、せっかくだから買い物して帰ろうかなという気持ちになっ

てもらえるのではないかと思います。 

 市民への周知が不足しているとありましたが、市ホームペー

ジや広報では、自らが調べなければ知ることができません。反対

にメールだと必ず開きますので、例えば、本来の目的と違ってく

るかもしれないが、防災無線やメールなど既存のものを使って
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上手に周知してもらえたらと思います。 

  

委員  キャッスレス決済などは、年齢が高めの方には分かりづらい

ところもあるので、使い方を教えてくれるような教室があると

良いと思います。 

道の駅で、高校生の開発もそうですが、身近な人達にアンケー

トなど取って案を出してもらうなどして、もっと大きく宣伝で

きるような場所になるよう検討してもらいたいと思います。 

  

委員  この地域の有効求人倍率は、８月は０．８６倍と低い状況で

す。職業相談室は就職者数を増やすため紹介事業を行っている

中で、紹介成功率は確かに厚生労働省でも指標として使ってい

ました。しかし、現在はストレートに就職件数としています。つ

まりどれだけの方が就職できたかが重要でありますので、今後

指標の捉え方を検討いただければと思います。 

 外国人研修生についてですが、もともと実習制度は労働力の 

確保面ではないため、閑散期、繁忙期の需要供給というのは難し

いところもあります。そのような中で、海外からの受け入れはコ

ロナによる影響も出ていまして、最近は日本人の求人採用が多

くなっていると感じています。 

  

事務局  紹介成功率の数値については、検討してまいります。 

  

委員長 次の重点施策について事務局より説明をお願いします。 

  

事務局 資料１－２に沿って子宝育成プロジェクトについて説明。 

  

委員長 ご意見等ありましたらお願いします。 

  

委員  乳幼児紙おむつ購入券制度は、とても良いと思います。これを

市内だけでなく、市外の方へも周知していますか。 

  

事務局  市で行っている子育て支援策は、他の支援策も含め市ホーム

ページなどで紹介していますが、しっかり周知しているかと言

うと弱い部分もあるかと思います。 
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委員  旭には若い人が少ないです。特に旧干潟地域が感じます。地元

の婦人会なども年齢層が上がっていて、子どもも減っています。

今後、小学校の統合などあると思いますが、小さい子供だけでな

く、小学生を対象とした支援策を検討してほしいです。例えば神

栖市ではランドセルの支給を行っていると聞きます。 

 結婚について、今は結婚についての意思が無い人が多くなっ

ていますので、そこをどう変えていくかが大事だと思います。 

  

事務局  旭市と神栖市では財政面の違いがあります。旭市も近隣と比

較して、遜色ない部分もあると、第３子の給食費無料化など実施

しています。例えば全て無償化が良いのかというと少し違うと

ころもあるかと思います。市の限られた財源の中で、いろいろな

年代に対して、どのようなサービスを提供していくべきか考え

ながら進めていきます。 

 結婚については、これは市が結婚を勧める部分もありますが、

まず個人の意見ですが、親が子供に対して結婚は良いものだと

いう事を教えてあげなくてはいけないと思います。家庭ででき

る部分、市が行う部分の住み分けは必要だと感じています。 

  

委員  私の職場では社内結婚が多いと感じている。今はマッチング

アプリで知り合う方が多いです。若い人達の中で共通の趣味を

持った人どうしが知り合えるように、こういったアプリを活用

しても良いと思います。市内だけに限らず広域に展開していけ

るのではないでしょうか。 

 若い人達が少なくなっている中で、結婚して旭市に住んでも

らえるような施策を進めていくことで、結婚から子育てまで住

みやすい街になっていくのではないでしょうか。なかなかイベ

ントだけでは限界があると思います。 

  

委員  私は、婚活イベントのコンシェルジュとしてお手伝いもして

おります。参加者は、男性が市内で、女性は市外までですが、な

かなか同人数が集まらない状況です。圧倒的に女性の参加が少

ないです。同年代の出会いはありますが、お互いに趣味が違うと

良いほうに行かない部分もあると感じています。 
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事務局  結婚から子育てまで、ずっと旭市に住んでもらえる施策は常

に考えていまして、就職、結婚、住居、出産、子育てなどトータ

ルで支援していくため、今年度からストップ少子化大作戦とい

うことで進めています。 

  

委員  人口が減っていく中で、旧干潟地域では３つの小学校が一緒

になると聞いています。提案になりますが、小学校・中学校一貫

の学校を検討してはどうでしょうか。兄弟で登校できますし、バ

ス通学になると思いますが安心して通わせることができます。 

旭市には小さい子が遊べる施設が増えてとても良いと思いま

す。ただ、おひさまテラスですが、小学生以下まで遊べるエリア

は、小学生と一緒だと小さい子が危ないと感じますので、条件を

小学生未満にした方が良いと思います。難しいかもしれません

が、小学生が体を動かせる場所を、旧干潟地域に造ってもらえれ

ば、地域の活性化にも繋がると思います。 

  

事務局 小学校の統合につきましては、これから地元の説明会に入っ

て行くと思います。経緯の詳細は、市のホームページでも公表し

ておりますのでご覧いただければと思います。 

おひさまテラスの利用についてですが、エリアの年齢条件に

ついては今後検討させていただきます。また、小学生が体を動か

せる新しい施設については、ご意見として伺います。 

  

委員 婚活イベントについて、男性は結婚への意識がある中で、女性

の参加者が少ないというのは切実な問題であると思います。行

政として何ができるか、例えば、男性に対して上手にいくよう

に、市がアドバイザーを雇用するといったところまで考えても

良いのかなと思いました。 

  

委員 確かに、婚活イベントが上手にいくように、男性、女性のどち

らに対してもアドバイザーのような人がいると良いと思いま

す。 

委員 婚活イベントでは、講師から参加者へ服装等のアドバイスが

あって、それから参加するといった事をしている。なかなか結果
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に結びつかない現状もありますが、今後もコンシェルジュの方

にもお力をいただきながら継続していってほしいと思います。 

  

委員 昔は若い農家のクラブで、出会いの場を開催していた事もあ

りました。参加人数を増やすために、イチゴ狩りや花見、芋堀り

など楽しく行っていました。最初は友達に声かけをして参加し

てもらいますが、帰りには野菜などのお土産を配って、今度は友

達を連れて来てねとお願いしていました。そうして輪が広がっ

ていきました。特に、イベントの中では、既婚者が入って、話の

きっかけをつくっていたこともありました。そういったクラブ

に補助金などが出ていた時期もありましたが、現在はあります

か。 

  

事務局 後継者の協議会などへの予算はあるかと思いますが、個別の

クラブへの補助金は無いと思います。 

  

委員長 次の重点施策について事務局より説明をお願いします。 

  

事務局 資料１－３に沿って故郷創出プロジェクトを説明。 

  

委員長 ご意見等ありましたらお願いします。 

  

委員  ふるさと納税の返礼品で一番の人気は何ですか。また、旭市の

ふるさと納税額が初めて１億円を超えたことをうれしく思いま

す。ちなみに、県内１位の勝浦市のふるさと納税の返礼品の人気

は、市内に事業所がある外国産の鮭の切り身のようです。前年よ

り大幅に納税額が増えたそうで、旭市においても豚肉をもっと

返礼品に活用できないかなと感じています。もっと魅力がある

返礼品になるよう、今一度掘り起こしをしてほしいと思います。 

  

事務局 市の人気は、数量ですと九十九里産ハマグリ１．５ｋｇとなり

ます。返礼品は、豚肉や牛肉の有名産地が人気かというと違いま

して、寄付金に対する返礼の数量で差が出てくると感じている。

ご意見のように返礼品の魅力が足りないと感じてしまうこと

は、市側もしっかり検討はしなくてはいけないと思います。 
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委員 旭市の返礼品の数も増えていると実感しています。しかし、返

礼品サイトを見ると、一番上のほうに出てくるのが乗船券など

高額なものでした。食べ物は返礼品の中で人気があると思いま

すので、そういったものが旭市で検索した時に上位に出てくる

ように工夫してほしいです。 

空き家問題ですが、都内の人が、週末にサーフィンするため

に、市内の空き家をセカンドハウスとして購入しようとする話

を聞いたことがあります。ただし、それでは空き家問題は解決し

ても、人口の増加につながらないです。それでも、お試し居住を

きっかけに、セカンドハウスではなく移住してもらえるよう進

めてもらいたいです。 

 

  

事務局 ふるさと納税の返礼品で、乗船券などがトップに出てくるよ

りは、確かに一般の方が選びやすい価格帯のものが出てきたほ

うが良いと思いますので、ページの見せ方を確認します。 

空き家についてですが、今年度から空き家、空き地バンク制度

開始に向け準備を進めています。所有者が空き家等を事前に登

録しておき、探している方に提供する仕組みです。 

地域魅力の発信についてですが、この１０月から移住サポー

トセンターを開設し、地域おこし協力隊員の委嘱をしました。そ

の方は市外から来た方で、旭市には良いところがある、そういっ

た目線で、魅力を強く発信してくれると考えています。 

 

  

委員 人口減少問題は、旭市に限ったことではなく近隣市町村でも

同じで、様々な自治体が移住定住の施策に取り組んでおり、移住

ブームです。そんな中で、移住したけど、理想と違って、また戻

ってしまうこともあるようです。もちろん旭市の良い所はアピ

ールしてもらいながら、実際には、こういうところもありますよ

と、例えば負の部分を合わせて発信することも必要かと思いま

す。ただし、負の部分はあるけれども、問題ないこともフォロー

しながら進めていくと良いと思います。結果、旭市は良いところ

のアピールだけでなく、正直な姿勢が受け入れられるのではと
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思います。移住する人も、そこを認識して来るわけですので、そ

ういった周知方法もあると思います。 

  

委員長 次の重点施策について事務局より説明をお願いします。 

  

事務局 資料１－４に沿って安心形成プロジェクトを説明。 

  

委員長 ご意見等ありましたらお願いします。 

  

委員  防災の観点から、報道で目にしますが、老人クラブの方が、地

域の防災活動として消火活動などを行っているようですが、現

実的でないと感じている。災害が起きた時にどう行動するのか、

命を守るためにどうするのか、自分の身を守るのは自分ですの

で、説明があったように、防災資料館や出前講座などで、その周

知を行ってほしいと思います。特に、高齢者の方がこれから増え

ますので、より一層、防災意識の向上に努めてもらいたいです。 

  

委員 介護に携わっている立場で感じるのが、要介護を認定する件

数が増えています。地域の方がサポートすることで介護保険制

度を利用しなくてもよい人が、要支援や要介護に認定される件

数も増えています。 

親と二人暮らしで、就労していて介護をすることが難しく、虐

待に陥るケースが審査会でも多くなっています。 

目標指標としている介護認定者の平均年齢が若くなっていま

すが、介護保険制度が始まった時は、寝たきりなどの重度の方が

受けていたイメージがあるが、最近は、足腰が弱くなったので、

介護保険制度を利用して運動をしたいという人が増えているの

で、そういった理由もあると思います。 

中央地域包括支援センターが開設したことで、これまで飯岡、

干潟地域の包括支援センターと、市の担当課に集中していたも

のが、相談できる場所が増えました。これは努力された結果で、

評価すべきだと思います。 

老人クラブ会員数が減少しているようですが、クラブで楽し

くおしゃべりをすることは大切です。介護保険のデイサービス

を利用する人が増えてくると施設も受け入れが難しくなってき
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ますので、老人クラブが衰退していかないよう、市で対策ができ

ればお願いしたいです。 

  

委員 老人クラブという名称も工夫が必要ではないかと思います。も

う少し仲間入りしやすい流れをつくってほしいです。 

  

委員 地域の老人クラブの人に普段の活動を聞いたことがあって、

足腰を鍛えるため地域のゴミ拾いやステーションの清掃などを

しているそうです。先ほど老人クラブの名称についてありまし

たが、もっと楽しい名前にすれば加入者も増えると思います。 

  

委員 老人クラブも、共通の目的を持った人が集まれれば長く続き

ます。私の母親もウォーキングの会に入っていて、歩くことだけ

が目的です。共通の趣味で、話題もありますので、目的を明確に

したクラブ活動が大事だと思います。運動する事は脳に一番良

いと聞きますので、健康寿命を延ばすためにも、様々な年代で目

的ごとのコミュニティーができると良いと思います。 

 

  

委員 私のところでも、８０歳過ぎている方が手伝いに来てくれる

が、元気で驚いている。何もしないで介護状態になる人も多い、

高齢になっても、体を動かすことの大切さを周知してほしいで

す。 

  

委員長 生涯活躍のまちについて説明をお願いします。 

  

事務局 資料１－５及び資料２に沿って旭市生涯活躍のまち構想を説

明。 

  

委員長 ご意見等ありましたらお願いします。 

  

委員 おひさまテラスの、ダンススタジオなどの利用率を教えてほ

しい。 

  

事務局 当初、指定管理における５年間の事業計画を立てており、利用
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は計画どおりに推移している状況です。個別の部屋では、ダンス

スタジオは、一番稼働率が高いです。また、音楽スタジオでも、

夏休みに高校生などが文化祭の練習など、世代を問わず利用さ

れています。 

  

委員長 キッチンスタジオやクラフトルームなど、さすが民間が中心

となっている施設です。ぜひ利用してもらいたいです。 

  

委員 旭中央病院も協力し、おひさまテラスで健康講座を実施して

います。新型コロナウイルスによって開催を見送っていた時期

もありますが、次回開催に向け今後も連携していきたいと思っ

ています。コロナによって医療の重要さを改めて認識したとこ

ろで、移住者へも病院が近くにあることが魅力につながってい

けば良いと感じています。 

旭中央病院は、雇用を創出する場でもあります。地元の高校生

が医療系に進んでもらって、将来戻って来てもらえるよう応援

できればと思います。 

  

委員長 指標にあるコミュニケーションマネージャーが、おひさまテ

ラスの中だけでなく、街の中に飛び出していくのが理想だと思

います。 

  

事務局 国の交付金を活用した地域コミュニティーの創出事業があ

り、工作、図書館、スモールビジネス等につながるプログラムの

展開を進めています。特に、スモールビジネスは、地域で何かし

てみたいと考えている人を後押しするため、ローカルチェレン

ジャーと題して４回実施し、地域で活躍している人からの助言

などをもらうことができるなど、そういった活動を継続し、徐々

に街に出ていけるよう支援をしていきたいと思います。 

  

委員 知り合いの保護者からの意見を紹介します。おひさまテラス

が旧干潟地域からでは少し遠いと感じる。また、未就学児のイベ

ントはあるが、小学生向けのイベントが足りないと思います。 

  

事務局 多世代交流施設として、小さい子から高齢の方までの交流が
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広がっていければと思います。例えば、本を読みながら高齢の方

と交流できたり、クラフトルームなど小学生と保護者の方が使

ったり、いろいろな使い方ができると思います。ぜひ、お子さん

と一緒にどういった事ができるか見つけてもらいながら、こん

な使い方ができたらという要望も市やおひさまテラスまで、ぜ

ひ寄せてください。 

  

委員 ソフト面で、例えば小学生向けのクラフト工作や、チョコレー

ト作りなどのイベントが充実していけば、より交流が生まれる

と思いますので、ぜひ展開もらえればと思います。 

  

委員 住居エリアの進捗はどうでしょうか。また、今後、市のコミュ

ニティバスがイオンタウンに停まるようになりますか。 

  

事務局 現在、交差点に信号機が無いため、迂回などの関係で見合わせ

ていますが、要望は千葉県警に出しておりまして、信号機が設置

されましたら、コミュニティバスを敷地内に乗り入れしたいと

思います。 

  

委員 イオンタウンあさひに住居エリアが出来ることを知っている

人が少ないのでは。もっと情報提供してほしいです。 

  

委員 イオンタウン内で、子どもを対象としたお米の研ぎ方のイベ

ントなどあれば協力したい。また、近所の保育園児がジャガイモ

掘りした時に生き生きとした姿を見ています。そういった農産

物の収穫体験がイオンタウンから市バスなどで移動したりして

開催できたら良い、身近に協力してもらえる農家の方は沢山い

ると思います。 

  

  

委員長 次第３ その他に移ります。基本施策と定住自立圏共生ビジョ

ンの評価について事務局より説明をお願いします。 

  

事務局 資料３に沿って説明。 

 ※質疑等については、配布の基本施策評価に係る意見等の様式
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で提出をお願いする。 

  

委員長 ありがとうござました。議事は以上となりますので、事務局にお

返しいたします。 

  

事務局 本日は長時間に渡り議論、またご意見をいただきありがとうご

ざいました。皆様のご意見を施策に還元していけるよう努めて

いきますので、よろしくお願いいたします。 

  

４ 開会  

  

 


